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令和４年度向け自治会要望に関する町の対応は 

 

町民にとって家の周りの道路や水路・公園などを始めとした生活環境に、満足しているか否かが

住んで良かった町と実感する大きな判断材料であると考える。 

地域の道路にへこみや亀裂が無く、水路はよどみなくきれいな水が流れているなど道路や水路が

良好に整備され、また子どもが安心して楽しく遊べる公園があり、見通しの悪い交差点やカーブに

はカーブミラーが設置され、夜間でも安心して出歩けるよう随所に防犯灯が設置され、家の近くに

利便性が高く衛生的なごみ置き場があることなど、安全安心で快適に暮らすための環境整備は、町

民の日常生活にとって大変関心の高い内容であり、住み続けて良かった移り住んで良かった、いつ

までも住み続けたいと思う町づくりにとって欠かすことのできない重要な町民サービスだと考え

る。 

 町は地域の住環境を維持向上するために現在年１回自治会要望の提出を各自治会に依頼し、地域

住民からの要望を把握し快適で住みよい町づくりを進めている。 

 しかし地域住民からは、道路の補修などを始め町に対する改善要望は後を絶たず、自治会要望に

対する対応が十分とは言い難いと判断する。 

 そこで令和４年度向け自治会要望に関する町の対応について問う。 

 

 


